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第３章　リスクアセスメント実施一覧表の作成（安全・労働衛生）

表３－５　予測ばく露量の判定

揮発性・

飛散性

取扱量

高揮発・高飛散 中揮発・中飛散 低揮発・低飛散

大　　量 ＥＰ４ ＥＰ４ ＥＰ３

中　　量 ＥＰ３ ＥＰ３ ＥＰ２

少　　量 ＥＰ２ ＥＰ１ ＥＰ１

　（３）望ましい管理手法の区分

　（１）で区分された化学物質又は粉じんの有害性のレベルと、（２）で推定された予測ばく露量を

それぞれ表３－６に当てはめ、化学物質又は粉じんの望ましい管理手法のポイントを推定し、その

区分（ポイント）を「４　リスクの見積り」の「望ましい管理手法」欄に記入します。

表３－６　望ましい管理手法の区分（ポイント）

予測ばく露量

有害性
のレベル

ＥＰ４ ＥＰ３ ＥＰ２ ＥＰ１

Ａ、ａ ４ ４ ４ ４

Ｂ ４ ４ ３ ２

Ｃ、ｂ ４ ３ ２ １

Ｄ、ｃ ３ ２ １ １

Ｅ、ｄ ２ １ １ １

　（４）現在実施している管理手法

　特定された化学物質又は粉じんに対する「３　既存の災害防止対策」が、表３－７のどの内容に

該当するかを確認し、その区分（ポイント）を「４　リスクの見積り」の「現在実施している管理

手法」欄に記入します。

　ただし、同表の内容に示す設備等が正常に機能・稼動していることが条件となります。


